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理 工 展 示 替 え オ ー プ ン 記 念 講 演 会
r新 し い 雪 と 氷 の 時 代 」

講 師 名 古 屋 大 学 教 授 樋 口 敬 二

日 時 5 月 3 日 倹 午 前 10 時 30 分

場 所 当 セ ン タ ー ホ ー ル

克 雷 か ら 利 雪 へ の 時 代 に 向 か う 今 、 雪 を 和 極 的

に 生 か し て い く に は ど う あ る の が 望 ま し い か を 話

す 。

ij ,  型  立  窒

「 シ リ ー ズ 富 山 の 自 然 を さ ぐ る 」

呉 羽 丘 陵 4 月 21 日 富 山 市 城 山

小 1 以 上 一 般 ? 切 4 月 13 日 定 員 な し

浜 楳 崎 海 岸 5 月 12 日 臼 山 市 浜 黒 崎

小 1 以 上 一 般 / 切 4 月 30 日 定 員 な し

初 夏 の 美 女 平 を 歩 く 6 月 2 日 立 山 町 美 女 平

小 1 以 上 一 般 9 切 5 月 27 日 定 員 な し

「 化 石 採 集 会 J 5 月 26 日 嵩 岡 市 頭 ） ii  

中 学 生 以 上 一 般 9 切 5 月 18 日 定 員 な し

羨 自 然 科 学 入 門 シ リ ー ズ 「 薬 と 健 康 」

7 回 シ リ ー ズ

（ 富 山 医 薬 大 学 公 開 講 座 と し て 行 わ れ る も の ）

詳 細 は 科 学 文 化 セ ン タ ー ヘ お 問 い 合 せ 下 さ い 。

②  プ ラ ネ タ リ ウ ム 「 富 山 湾 へ の 招 待 」

3 月 1 9 B(:){)~ 6 月 9 日（日）

春 の 星 座 の 紹 介 と 窯 山 湾 に 生 息 す る 生 物 や 富 山

湾 の 地 形 に つ い て 紹 介 し ま す 。

琢 夜 閻 公 開 観 測 会 ％ ～ ％ 、 ％ ～ ％

天 文 台 （ 呉 羽 山 ） に て 昭 れ た 日 に 行 い ま す 。

時 間 は 19 :  00-21 :  00 申 し 込 み 不 要

る ジ 科 学 映 画 会 1 回 目 11 :  30 2 回 目 15 :  00 

4 月 14 日  ）  Ii が 結 ぷ 緑 の 交 流

5 月 12 日 地 誕 予 知

申 し 込 み 不 要

教 室 に 参 加 ご 希 望 の 方 は 、 各 締 切 日 ま で に 往 復

ハ ガ キ に 住 所 ・ 氏 名 ・ 年 令 ・ 電 話 番 号 ・ 教 室 名  を

ご 記 入 の 上 、 〒 930 - 11 富 山 市 西 中 野 町 3-)-19

富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー ま で お 申 し 込 み 下 さ い 。

定 兵 を 超 え た 場 合 は 抽 選 さ せ て い た だ き ま す 。

第 3 回 館 蔵 品 展 ー 一 富 山 県 の 淡 水 魚 一 一

臼 山 県 に は 、 全 国 で も ま れ な 急

流 の 河 川 、 扇 状 地 に 発 達 す る 湧

水 な ど が あ り 、 冷 た い 水 を 好 む

魚 が す ん で い ま す 。 ま た 、 近 年

外 国 か ら 入 っ た 魚 も あ れ ば 、 姿

を 消 し つ つ あ る 魚 も あ り ま す 。

こ れ ら の 魚 を 、 さ ま ざ ま な 角 度

か ら ご 紹 介 し ま す 。

期 間 3 月 19 B 伏 ） ～

5 月 31 日 曲
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